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財
産
の
枇
曾
は
亦
個
人
債
依
よ

b
出
立
す
る
の
み
に
，

し
て
、
議
・
一
括
は
物
侵
(
代
償
)
成
定
の
理
法
の
文
聞
を

脱
す
る
能
は
も
d

る
唱
の
な
t

り
と
は
ジ
ユ
氏
主
張
の
骨

子
な

6
0
従
て
八
万
配
論
の
研
究
は
依
然
と
し
て
自
由

競
争
を
皮
外
脱
す
可
か
ら
?
と
の
結
論
を
得
、
食
る
も

の
な

6
0

予
は
ジ
ユ
氏
の
此
設
は
大
憾
に
於
て
動
か
し
難
を
唱

の
な
ι
り
と
思
考
す
。
而
し
て
一
枇
合
主
義
即
論
中
特
仁

傍
働
金
牧
論
に
就
て
窓
前
の
研
究
を
企
て
北
る
ア
y

t

ト
シ
、
メ

y
y
l
氏
の
設
も
亦
北
私
有
財
産
の
祉
舎

に
於
て
吋
傍
働
金
収
機
』
の
費
税
し
難
を
乙
、
と
を
主
張

す
る
を
凡
て
も
、
念
々
然
る
そ
問
ゅ
は
も
C

る
を
伺
怖
か
』
る

なよリ
o
n
怠
れ
予
が
小
泉
沼
を
附
燃
は
し
た
る
所
以
な
ん
/
O

(
編
回
徳
三
託
す
)
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口
内
口
ωけ
切
、
日
げ
O
M

序

医

名

女

史

悲

訟
は
う
た
ヒ
つ
を
霊
感
代

ゴ
A
q
z
f」』
J

一

1
J
U，
to'M准

Hnヨ
磁

ロ
ロ
的
印
ロ
ハ
}mw.0ωnr
…
の
ど
の

ο…
口
内
吋
〉
叶
ぴ
仏
R
A
H
μ
)

ヨ

己

苓

』

ム

5
4
4
4

E
m
m
m
p

ん
冗
二
一

延
着
獅
逃
雑
誌
の
新
著
紹
介
関
に
ペ

I
ペ
ル
が
ふ
一
淡
路
の
如

を
一
舎
を
れ
伐
に
し
大
と
あ
る
.
わ
ら
此
一
般
合
主
義
の
論
容
は

叉
何
わ
・
奇
抜
な
専
を
…
五
ふ
の
だ
ら
う
と
思
っ
て
早
速
一
本

営
紙
t

り
寄
せ
て
九
大
尤
も
ペ
!
ペ
ル
の
蒋
婦
人
E
C
社
合
主

設
な
る
本
は
頗
る
符
名
な
る
活
の
で
あ
る
か
ら
余
は
滋
に

此
新
悲
鳴
読
ん
で
見
る
試
に
な
っ
花
の
で
あ
る
然
る
に
謎

ん
マ
見
る
之
ペ

i
ペ
ル
の
強
制
で
な
く
し
て
資
は
ペ

i
ペ
ル

の
序
で
あ
っ
大
。

此
匿
名
女
史
の
談
れ
で
あ
る
わ
は
知
る
専
を
得
な
い
乍
然

書
中
の
模
様
マ
は
洩
太
利
の
綿
入
の
様
に
見
へ
る
此
女
の

的
尖
ー
に
一
五
ふ
の
拡
大
の
飲
悩
家
で
飲
め
ば
必
ポ
ノ
母
を
打
っ
と

新
著
批
蹴
昨

J

溺
ふ
厄
介
者
で
叉
母
は
無
激
宵
な
女
品
、
も
の
つ
允
わ
ら
家
路

に
鶏
み
な
ど
公
ふ
事
は
全
然
な
く
常
に
峨
峨
・
を
以
て
術
K

3
れ
居
つ
北
但
し
此
爾
人
の
意
見
の
一
致
し
松
紡
は
只
一

つ
あ
つ
な
犬
拡
閥
-
家
が
子
供
に
北
日
逝
数
・
育
を
強
制
す
る
の

は
不
必
要
で
認
可
奇
は
只
雨
親
の
み
が
よ
く
所
決
し
得
る

の
で
あ
る
而
し
て
お
娘
の
如
を
は
家
が
貧
悶
で
あ
る
が
ち

感
校
ヘ
出
す
よ
ん
は
却
て
工
場
ヘ
で
も
過
は
し
て
賃
銀
を

之
ら
せ
る
が
瀦
営
で
子
供
を
議
感
3
せ
ぬ
と
て
罰
金
を
同
視

す
る
が
'
加
を
は
杓
子
定
規
の
慮
設
で
あ
る
よ
」
云
ふ
批
判
の
み

で
あ
っ
士
、
収
て
不
和
ー
し
賛
悶
ー
に
の
問
に
育
つ
セ
此
娘
ば

到
底
・
一
本
一
蹴
な
み
一
円
品
己
管
、
は
な
か
っ
文
が
問
沿
も
な
〈
尖
拡
不

養
生
の
潟
仁
死
ん
で
呉
葬
式
の
際
に
川
品
川
の
・
喪
服
を
借
ん
/
〈

仏
波
大
崎
M
W
却
て
幸
一
臓
に
戚
b
て
陀
依
せ
版
文
い
ECmω

つ
ωふ

と
自
白
し
て
防
相
る
の
は
境
遇
の
錦
之
紋
い
ヘ
乍
ら
資
に
浅

ま
し
を
次
第
で
あ
る
此
尖
の
死
後
は
母
が
工
場
ヘ
諮
っ
て

共
子
一
つ
で
球
人
の
子
供
を
養
ふ
の
で
此
娘
川
市
徒
食
し
て

ほ
治
る
諜
に
行
h
v

、
下
位
か
に
八
歳
に
し
て
女
主
と
し
て
工
場

ヘ
入
る
専
に
な
っ
食
之
が
然
に
毎
日
規
則
一
止
し
く
滋
感
ず

る
事
は
出
家
安
鈴
b
M附
席
が
多
い
の
品
じ
・
滋
一
母
拡
散
総
M

不
行
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新
強
制
批
一
節

一一一ロ一回
e

ω
印
刷
と
し
て
'
廿
凶
時
間
の
拘
留
の
巾
渡
し
を
受
け
吹
が
忠
め
で
入
院
し
た
中
時
仁
病
院
で
仕
事
せ
歩
仁
充
分
に
限
る
事

の
勝
目
に
監
獄
ヘ
出
頭
し
な
わ
っ
大
の
で
二
人
の
巡
査
が
を
得
北
の
は
彼
女
に
線
上
の
幸
一
服
と
戚
喰
ら
れ
な
。

来
て
漣
れ
て
行
つ
食
然
ゐ
仁
立
(
後
娘
の
十
歳
の
時
に
此
家
f

宗
教
に
闘
し
て
は
彼
女
は
頗
る
‘
懐
疑
的
で
あ
っ
大
或
年
の

殺
が
他
の
町
ヘ
締
民
泊
し
て
が
ら
は
年
齢
乞
多
く
厨
け
出
で
一
ー
グ
り
ス
マ
ス
に
信
必
寸
名
高
い
収
品
作
を
訪
問
し
其
窮
紙
、
営

、
北
の
で
就
陥
ゅ
の
方
の
監
督
も
な
く
必
然
工
場
仁
て
働
く
様
…
訴
へ
て
補
助
を
乞
拡
ん
と
し
北
が
常
に
不
在
で
滋
仁
は
一

に
な
っ
大
注

'o乍
ら
忠
一
を
裁
て
工
場
ヘ
行
を
蹄
b-叉
は
袋
一
一
術
面
合
し
な
る
に
人
間
の
滋
A
W
は
紳
の
訟
応
で
あ
る
か
ら
日

中
火
の
気
の
な
い
所
で
指
を
氷
ら
せ
て
働
く
が
如
を
は
少
一
有
b
難
く
之
に
服
従
す
可
ぬ
G

N

も
の
で
あ
ふ
と
一
五
っ
て
誠
J

り

女
に
は
堪
ヘ
難
会
所
で
め
倒
的
吋
彼
女
の
只
一
の
希
認
は
母
に
一
合
っ
て
呉
れ
な
わ
っ
大
叉
城
崎
は
・
守
fWL

悩
悔
し
、
党
所
が
僧

起
3
れ
、
?
に
自
然
に
目
の
魔
る
迄
眠
て
見
、
党
い
と
一
五
ふ
事
一
一
侶
が
槌
々
の
質
問
を
援
し
て
此
の
如
、
法
界
を
犯
し
な
脱
却
ヘ

で
あ
っ
北
叉
工
場
の
係
働
も
身
関
上
の
困
難
は
抑
て
捌
舎
二
が
な
い
わ
I
C
開
く
の
だ
が
異
質
問
ム
ム
る
や
英
国
同
な
る
人

疋
主
中
に
は
詐
俄
的
の
者
が
あ
っ
て
手
工
を
殺
へ
る
容
を
…
悶
に
は
侭
艇
と
し
か
問
か
れ
な
い
叉
紳
じ
蝋
鮒
を
捧
げ
て

約
し
て
授
業
料
を
と
ム
リ
乍
ら
之
を
子
供
の
守
ん
に
伎
ふ
者
一
も
未
納
者
は
之
が
燃
ヘ
設
す
怒
張
呑
を
し
て
は
屈
な
い
の

や
叉
は
常
初
は
高
い
賃
銀
を
約
し
乍
ら
種
々
の
口
資
を
設
)
を
機
と
し
俗
侶
拡
中
訟
で
・
ヴ
ん
を
消
し
℃
絞
め
G

脇
町
時
の
後
附

け
て
之
を
宙
開
明
る
者
遺
あ
つ
牝
而
し
て
仕
事
の
あ
る
時
は
一
火
し
て
叉
之
を
他
の
信
者
ヘ
資
b
付
け
此
の
如
く
仁
し
て

米
だ
宜
し
い
が
如
何
じ
安
い
資
銀
で
働
わ
う
と
し
て
一
屯
仕
一
蝋
燭
代
の
一
一
章
一
取
。
一
一
一
重
取
ら
を
や
る
叉
聖
母
γ
リ
ヤ
以

事
が
な
く
随
て
到
底
背
滋
の
食
事
が
出
来
な
い
場
合
唱
民
一
信
者
の
寄
附
で
賞
金
溺
や
賢
石
を
以
て
飾
ら
れ
て
必
る
夫

々
あ
つ
大
此
強
務
不
良
の
処
が
彼
女
は
戒
肱
財
布
泌
総
し
文
の
~
で
彼
女
は
之
に
紛
ら
を
捧
げ
大
が
邸
宅
し
て
後
考
へ
て
凡

で
殿
町
者
に
診
療
し
て
貰
ふ
と
尖
や
孤
尖
の
ア
ル
コ
ー
ル
中
る
と
此
潜
を
女
の
践
に
袋
っ
た
印
象
は
マ
リ
ヤ
の
灘
有
除

毒
の
遺
体
宅
亦
英
一
原
因
で
あ
る
と
一
お
ふ
事
で
慾
仁
施
料
に
あ
ら
ヂ
し
て
葉
町
民
石
の
議
な
る
容
の
み
で
ゐ
つ
従
来
成

'-'C 眠，、
、メ

時
信
者
の
図
憾
と
共
に
議
方
の
名
刺
ヘ
会
詣
に
行
っ
た
が

之
は
只
御
祭
AJ騒
ぎ
を
な
す
に
過
ぎ
な
い
の
で
信
必
な
ど

と
云
ふ
事
は
全
然
問
題
に
な
ら
な
い
英
一
偏
の
腕
総
の
終

っ
た
後
は
皆
近
所
の
料
迎
屋
ヘ
行
っ
て
飲
め
や
歌
へ
の
大

限
慨
を
す
る
の
で
あ
っ
た
。

彼
女
は
生
家
利
口
の
方
で
あ
っ
大
の
で
幼
少
の
時
か
ら
好

ん
で
実
感
書
類
宏
】
誠
み
長
ポ
J

る
に
及
ん
で
は
貧
し
い
中
わ

ら
新
聞
紙
を
買
っ
て
競
歩
特
に
恭
一
枇
説
、
乞
愛
読
し
北
叉
裁

剣
の
記
事
号
其
好
ひ
所
で
被
会
中
に
は
腿
々
恥
合
終
段
が

あ
る
切
か
ら
之
よ

b
一
耽
合
主
義
の
何
物
な
る
か
を
殆
ん
ど

知
t
り
得
て
誌
に
此
主
義
の
人
と
な
っ
北
特
に
其
長
兄
唱
此

総
員

r

で
あ
っ
、
文
の
で
英
紹
介
で
他
の
男
の
総
長
と
が
も
懇
滋

に
な
よ
ツ
以
て
見
聞
を
底
め
る
事
が
出
来
、
花
叉
薬
品
倒
時
ペ
!

ペ
ル
の
婦
人
と
一
枇
合
主
義
な
る
本
を
号
読
ん
で
谷
一
々
此
主

義
に
封
ず
る
略
味
を
深
ふ
し
柁
而
し
て
後
に
業
波
の
集
舎

で
演
説
し
叉
は
新
聞
に
意
見
を
務
中
演
す
る
洛
に
な
っ
た
然

る
に
認
の
皆
時
此
の
女
の
ほ
泊
つ
花
工
場
は
待
遇
の
頗
る
宜

し
い
方
で
あ
っ
北
の
に
了
皮
此
廃
に
於
て
彼
女
が
耽
合
終

的
の
…
員
と
な
っ
た
の
は
…
寸
緩
者
に
耐
白
く
戚
性
ら
る
z
B

‘、
• • 

'
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唱
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a' 

鱗
錨
明
批
際

所
で
ゐ
る
其
後
彼
女
は
女
工
の
生
活
を
倣
附
し
て
事

Yω
耽
作

主
義
の
披
侠
に
滋
カ
す
る
事
に
な
つ
な
が
共
無
鉄
訂
L
し

て
頒
闘
な
る
母
-
は
コ
シ
ナ
政
治
一
漣
勤
に
は
大
げ
小
い
賛
成
で
あ

っ
大
ソ
コ
デ
戎
持
品
ン
グ
ル
ス
と
ペ

I
ベ
ル
が
奨
町
ヘ
夜

、た

tM
仁
一
彼
女
の
家
ヘ
来
て
共
母
に
娘
の
行
動
の
趨
昨
夜
ふ

事
を
説
い
て
貰
ふ

t
p此
エ
ン
グ
シ
ス
は
恭
平
岩
人
で
ペ

!
ペ
ル
は
此
娘
の
尖
と
港
一
お
ふ
可
を
年
濯
で
あ
っ
た
が
〉
・
・
り

二
人
の
蹄
る
や
此
憐
皮
ず
可
わ
ら
な
る
母
は
頗
る
日
小
平
a-
で

コ
シ
ナ
結
婚
の

ω泌
が
も
み
な
い
若
人
と
交
際
し
特
に
家
ヘ
泡

遮
れ
，
て
-
烈
る
と
は
何
党
る
事
ぞ
や
と
謎
資
し
大
乍
然
彼
女

の
一
祉
合
主
義
に
封
ず
る
硲
信
は
議
々
間
以
く
な
っ
て
そ
う
し

て
次
の
'
却
を
グ
庁
ル
と
へ
ル
グ
ヱ
!
の
古
来
は
必
ヂ
仰
具

現
3
る、
JMU
の
と
し
て
奴
・
ね
な
か
っ
食
。

我
々
が
滞
家
よ

b
希
望
す
る
所
の
唱
の
は
傍
働

2
・
パ
シ

と
を
得
て
子
供
は
事
校
へ
行
く
山
県
を
得
老
人
は
お
食
仁

行
く
事
を
婆
せ
な
る
に
あ
F
9
0

之
が
女
工
総
膝
淡
の
大
裂
で
あ
る
業
報
ヂ
る
事
貨
は
政
て

可・・、
Baz-----

珍
ら
し
い
事
は
な
い
特
仁
小
説
な
ど
に
弓
ン
ナ
事
以
深
山

書
い
て
ゐ
る
一
昨
々
年
頃
盟
米
利
加
匂
有
名
で
あ
っ
大

同
日
目
訟
部
品
川

百世胃咽咽曹司唱泊客曹軍調'
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続
審
措
静

三
日
ロ
六

も ・ ，、弘一会、胃、

m
d
3
0ロ
ω
E
n日
比
吋
ゅ
の

Mgm日
ゅ
の
如
き
又
は
〕

vg日
の

00ゴ吋作

の
り
区
民
O
口
丸
山
忠
ヴ
ユ
rp吋
げ
内
庁
内
吋
な
ど
は
事
費
談
と
し

〈
有
名
な
る
も
の
で
傍
働
者
の
境
遇
の
悲
酸
な
る
事
は
充
~

八
万
に
現
は
れ
て
居
る
が
宗
激
仁
関
す
る
事
は
多
く
見
散
ら
一

ぬ
然
る
に
此
医
名
女
史
は
カ
ソ
リ
ツ
グ
の
信
者
で
あ
る
じ
一

も
拘
は
ら
歩
譲
感
な
く
之
に
闘
す
る
意
見
を
述
べ
忙
の
は
一

稔
々
の
大
に
一
間
白
く
戚
山
中

J

る
mm/で
あ
み
若
し
匿
名
と
品
い
や
/
…

し
て
れ
公
然
其
名
宏
明
石
し
、
立
な
P

~

宗
一
府
大
で
あ
っ

10

…
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披

論
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意
義
友

人
物
夜

忠
輝

告

ぴ
債
総
(
第
二
阿
)

生
の
関
係

-
z
s
f
 m

 

d
u
qザ

除
制
!

部中合

一
金
拾
五
闘
也

牛
場
卓
識
殿

ぜ

Q
t

H

三
H
H

時

ア'

y: 

........ ・・4‘

間

寄

附

頭

書

ノ

英
問
責
放
院
と
自
白
内
線
内
閣
l

w

}
ス

ペ
リ

i
伯
の
採
算
案
反
野
J
工
場
格
認

の
制
定
!
歳
出
筑
増
額
采
j
政
友
舎
の
十

周
年
犬
舎
!
直
轄
験
続
に
紛
ず
る
修
身

一
訓
令
1
北
強
制
批
険
家
の
功
名
争
以
i
火

一
足
と
の
議
信

一

雑

銃

一
一
領
事
裁
剣
を
拾
が
ふ
pe

一
渡
米
利
加
銭
滋
舎
祉
の
概
嘉

一

‘

務

者

批

評

一
向
…
之
服
装
産
業
政
策

ト

賜

す

候

此

段

演

会

候

ノ、

~...._. 

no:通

明
治
四
十
ニ
年
十
一
月

』喝-

H・・同h

』ーーー... 

撃

間

曾

鈴小Jil 

白骨明留婦胃宮畦捨選手書持切
山.~司 4・"~--'-.…』一一町.，、p ‘一一一一→一・→-_・-__..-一ー一い一一一一-一眉』 一一一一-.昂-一-一一一一-白一一ι‘._.-、-.一一一-一←.牛 ← 


